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　ペリオセラピアは2017年10月に設立された創薬ベ
ンチャーで、ペリオスチンを創薬ターゲットとし、非臨
床試験から早期臨床試験までを担い、医薬品の早期
承認を目指す。まずは「トリプルネガティブ乳がん」を
適応症とする治療薬の開発に取り組み、その後、心不
全、腎臓疾患などの治療薬への適応拡大を目指し、研
究開発を行う。
　谷山氏は、10年以上積み上げた研究成果が患者を
救うために役に立つか否かを自らの手で証明すること
が、今後、医学研究者が進む道のあり方を新たに示す
ことにつながるとの信念から、2017年10月に大阪大学
を退職し11月にペリオセラピアの社長に就任した。
　難治性疾患に対する「新薬の開発」は、きわめて難
易度の高い事業であるが、大阪大学の研究成果を活
用した革新的な新薬の開発により多くの患者を救うこ
とにつながる可能性があり、極めて社会的意義の大き
い事業であるとも言える。

会社の特徴、事業概要

　大阪大学医学部臨床遺伝子治療学講座寄附講座
准教授だった谷山義明氏が、研究の過程で、細胞外マ
トリックスタンパク質であるペリオスチンが心不全の
重要な因子となることを発見。また、その過程で、心
不全のみならず、若くして発症し、治療法がなく生存
率が低いとされるトリプルネガティブ乳がんの治療
薬としてペリオスチンが活用できることに着目（ペリ
オスチンに関連する特許を複数取得）。

大阪大学との関係

　デングウイルスや新型コロナウイルスの感染に関
する基礎研究（大阪大学微生病研究所の山中敦史
特任講師や同ウイルス感染制御分野・塩田達雄教
授との共同研究）に、ヒトiPS細胞から作製したミエ
ロイド系細胞株（Mylc細胞）を用いている。特に、
Mylc細胞を用いた抗体依存性感染増強（ADE）の
評価系構築を中心に解析を進め、臨床応用への展
開を目指している。

大阪大学との関係

OUVC投資先企業

ペリオセラピア株式会社
https://periotherapia.co.jp/index.html

本社所在地 大阪府吹田市山田丘２－２

代表取締役 谷山　義明

設立 2017年10月

本社所在地 京都市西京区御陵大原1-36　京大桂ベンチャープラザ

代表取締役 宮﨑　和雄

設立 2016年7月

OUVC投資先企業

マイキャン・テクノロジーズ株式会社
https://www.micantechnologies.com/home-2

再生医療技術を用いて作製した
研究用の血球様細胞製品の開発、販売

「トリプルネガティブ乳がん」等、
新たな治療法が切望されている難治性疾患に対応する
治療薬の研究及び開発

　マイキャン・テクノロジーズは、再生医療技術を
使用した研究用血球を作製・供給する企業。ES細
胞やiPS細胞から分化を誘導した血球系細胞を成
熟前の状態で止め、その細胞を大量に培養する技
術を保有している。同社は、こうして作製した未分
化細胞を大学・研究機関などのアカデミアや創薬
研究する製薬会社向けに提供している。
　2020年10月にはiPS 細胞から作製したウイルス
研究用細胞であるMylc 細胞に新型コロナウイル
ス研究に重要な遺伝子を導入するなどの改良する
ことで、コロナウイルス研究用に特化したヒトミエ
ロイド系細胞（cMylc；シー・ミルク)の開発に成功。

会社の特徴、事業概要


